
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 無機化学
科目基礎情報
科目番号 0051 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 材料工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「大学の基礎化学」喜多英明，市川和彦(学術図書出版)
担当教員 小俣 香織
到達目標
1. 原子やイオンについての電子配置，量子数，イオン化エネルギー，電子親和力，電気陰性度，半径等の基礎知識を理解できる．
2. 代表的な単体(金属，非金属)や化合物の結晶構造，共有結合分子およびイオン結晶の化学結合(特に分子軌道法による共有結合の電子状態，イ
オン結合)を理解する．
3. 配位化合物(錯体)の構造，命名法および配位子場理論(結晶場理論)によりd電子の電子状態を理解できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
周期表に基づき原子やイオン等の
性質に関する応用的な問題を解く
ことができる．

周期表に基づき原子やイオン等の
性質に関する基本的な問題を解く
ことができる．

周期表に基づき原子やイオン等の
性質に関する基本的な問題を解く
ことができない．

評価項目2
代表的な単体や化合物について結
晶構造や化学結合に関する応用的
な問題を解くことができる．

代表的な単体や化合物について結
晶構造や化学結合に関する基礎的
な問題を解くことができる．

代表的な単体や化合物について結
晶構造や化学結合に関する基礎的
な問題を解くことができない．

評価項目3
配位化合物やその遷移金属でd電子
に関する応用的な問題を解くこと
ができる．

配位化合物やその遷移金属でd電子
に関する基礎的な問題を解くこと
ができる．

配位化合物やその遷移金属でd電子
に関する基礎的な問題を解くこと
ができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
無機化学は，次のことを理解することを目標とする．
周期律表を基に，原子やイオンについての電子配置，量子数，イオン化エネルギー，電子親和力，電気陰性度，半径等
の基礎知識を理解し，これらの基礎知識を基に，無機化合物(共有結合分子，イオン結晶，配位化合物)の結合電子および
関与する電子の状態を理解する．

授業の進め方・方法 ・すべての内容は，すべて材料工学科　学習・教育到達目標(B)<専門>に対応している．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>この授業で習得する「知識・能力」］１～１１の習得の度合いを課題および期末試験によ
り評価する．各項目の重みは概ね均等とする．
<学業成績の評価方法および評価基準>授業中に課される課題(通年で100点満点)と期末試験(100点満点)の平均点を最
終評価点とする．
<単位修得要件>学業成績で60 点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>本教科は，1，2年生で学んだ化学の知識をさらに深めるため，化学で学んだ原
子構造や特徴について復習しておくことが望ましい．
<レポートなど>授業で保証する学習時間と，予習・復習に必要な標準的な学習時間の総計が，45 時間に相当する学習
内容である．
<備考>計算演習を行うので電卓を持参すること．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 講義の進め方，周期表 1. 元素の種類，原子の構成粒子を理解し，原子番号
，質量数，同位体が分かり，原子の構造がわかる．

2週 原子の構造と電子配置と量子数 2. Bohrの原子模型を理解し，水素原子の電子のエネル
ギーが推定できる．

3週 原子の構造と電子配置と量子数
3. 軌道のエネルギー準位，エネルギー最低の原理，パ
ウリの排他原理，フントの規則から原子およびイオン
の電子の配置を示すことができる．

4週 原子の構造と電子配置と量子数 4. 殻，電子軌道が分かり，主量子数，方位量子数，磁
気量子数および電子スピン量子数がわかる．

5週 原子の構造と電子配置と量子数 上記4

6週 イオン化エネルギー，電子親和力，原子(イオン)半径
5. 周期律および電子配置に基づき，イオン化エネルギ
ー，電子親和力，原子半径およびイオン半径を推定で
きる．

7週 イオン化エネルギー，電子親和力，原子(イオン)半径 上記5

8週 イオン結合，イオン結晶と格子エネルギー 6. イオン結合，イオン結晶について格子エネルギーお
よびマーデリング定数について理解できる．

2ndQ

9週 イオン結合，イオン結晶と格子エネルギー 上記6

10週 共有結合と分子軌道法 7. 簡単な分子に対して分子軌道法(原子価結合法)から
共有結合が理解できる．

11週 電気陰性度 8. Mullikenの電気陰性度とPaulingの電気陰性度の概
念を理解し，算出することができる．

12週 化学結合の種類
9. 化学結合の種類（イオン結合，共有結合，金属結合
）を電気陰性度の観点から判別できるとともに，水素
結合，ファンデルワールス結合について理解できる．

13週 結晶構造と格子
10. 安定な配位数，金属の結晶構造と充填率，ブラベ
ー格子，代表的な無機化合物の結晶構造について理解
できる．

14週 配位化学
11. 錯体の命名法などを理解しており、原子価結合理
論，結晶場理論，配位子場理論により錯体の性質を説
明することができる．

15週 配位化学 上記11



16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 材料系分野

材料物性

陽子・中性子・電子からなる原子の構造について説明できる。 4
ボーアの水素原子模型を用いて、エネルギー準位を説明できる。 4
4つの量子数を用いて量子状態を記述して、電子殻や占有する電
子数などを説明できる。 4

周期表の元素配列に対して、電子配置や各族および周期毎の物性
の特徴を関連付けられる。 4

無機材料

原子の構成粒子を理解し、原子番号、質量数、同位体について説
明できる。 4

パウリの排他原理、軌道のエネルギー準位、フントの規則から電
子の配置を示すことができる。 4

価電子について理解し、希ガス構造やイオンの生成について説明
できる。 4

元素の周期律を理解し、典型元素や遷移元素の一般的な性質につ
いて説明できる。 4

イオン化エネルギー、電子親和力、電気陰性度について説明でき
る。 4

化学結合の初期理論としてのオクテット則(八隅説)により電子配
置をルイス構造で示すことができる。 4

原子価結合法により、共有結合を説明できる。 4
イオン結合の形成と特徴について理解できる。 4
金属結合の形成と特徴について理解できる。 4
結晶の充填構造・充填率・イオン半径比などの基本的な計算がで
きる。 4

代表的な非金属元素の単体と化合物の性質を説明できる。 4
代表的な金属元素の単体と化合物の性質を説明できる。 4

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 発表 その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
配点 100 0 0 0 0 0 100


